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災
害
対
策
の
標
準
化

　

今
、
災
害
対
策
の「
標
準
化
」と
い
う
課
題
に
関
心

が
集
ま
る
。
内
閣
府
で
は
２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）

10
月
に
「
災
害
対
策
標
準
化
検
討
会
議
」
を
立
ち
上

げ
、
各
地
の
自
治
体
が
同
じ
よ
う
な
仕
組
み
で
災
害

に
対
応
で
き
る
普
遍
性
の
高
い
制
度
を
考
案
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
最
終
報
告
は
ま
だ
出

て
い
な
い
が
、
災
害
対
策
の
標
準
化
は
都
道
府
県
や

基
礎
自
治
体
で
こ
の
先
、
重
要
な
課
題
に
な
る
可
能

性
が
高
い
。

　

災
害
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
。
地
震
、
津

波
、
台
風
、
風
水
害
な
ど
多
種
多
様
に
及
ぶ
災
害
に

対
し
て
、
自
治
体
は
こ
れ
ま
で
地
域
防
災
計
画
な
ど

で
災
害
の
種
類
に
応
じ
個
別
に
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
き
た
。
台
風
へ
の
備
え
、
風
水
害
へ
の
対

策
、
地
震
対
応
な
ど
、
災
害
別
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
準

備
し
て
き
た
の
が
、
従
来
の
姿
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

地
域
防
災
計
画
は
膨
大
な
資
料
に
な
っ
た
。
一
部
で

は
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
な
い
文
書
と
も
言
わ
れ
て
き
た
。

　

従
来
の
問
題
を
念
頭
に
、
現
在
、
い
ろ
い
ろ
な
災

害
に
単
一
の
方
式
で
臨
む
「
全
災
害
対
応
型
施
策
」

（A
ll H

azard A
pproach

）
と
呼
ば
れ
る
試
み
に
注

目
が
集
ま
る
。
こ
れ
は
自
治
体
の
災
害
対
策
を
簡
素

化
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
全
方
位
性
の
高
い
中
身

に
変
え
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
単
一
の
定
型

化
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
ま
と
め
る
と
、
自
治
体
の
災

害
対
策
は
整
理
さ
れ
る
と
同
時
に
即
応
性
や
実
効
性

の
高
い
制
度
に
切
り
替
わ
る
。
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
自
治
体
の
規
模
や
財
力
に
関
係
な
く
浸
透
す
る

可
能
性
も
高
い
。
標
準
化
対
策
で
全
災
害
対
応
型
施

策
が
注
目
さ
れ
る
所ゆ
え
ん以

で
あ
る
。

標
準
化
の
先
駆
け 

─
ア
メ
リ
カ
の
試
み
─

　

災
害
対
策
の
標
準
化
は
、
１
９
９
１
年
に
ア
メ
リ

カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
発
生
し
た
山
火
事
を

き
っ
か
け
に
し
て
い
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外

に
バ
ー
ク
レ
ー
と
呼
ば
れ
る
大
学
町
が
あ
る
。
こ
の

町
の
ヒ
ル
（H

ill

）
と
通
称
さ
れ
る
住
宅
街
で
山
火
事

が
発
生
し
た
。
現
在
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
で
危
機

管
理
を
教
え
る
ル
イ
ス
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
教
授
は
、

当
時
、
こ
の
地
域
に
住
宅
を
構
え
て
い
た
。
女
史
の

自
宅
に
も
火
が
及
び
全
焼
と
い
う
不
幸
な
結
果
に
見

舞
わ
れ
た
。

　

彼
女
は
各
地
か
ら
災
害
援
助
に
参
集
し
た
消
防
車

の
放
水
ノ
ズ
ル
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で

消
火
活
動
に
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
か
っ
た
こ
と
を

目
撃
し
て
い
る
。
災
害
対
策
の
非
整
合
性
が
女
史
の

自
宅
を
全
焼
に
導
い
た
最
大
の
原
因
に
な
っ
た
が
、

以
後
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
氏
は
危
機
管
理
を
専
攻
す
る

こ
と
に
決
め
、
そ
の
専
門
家
に
な
る
道
に
進
ん
だ
。

　

１
９
９
１
年
の
経
験
を
も
と
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
政
府
は
４
年
後
、
１
９
９
５
年
３
月
に
災
害
対

応
標
準
化
マ
ニ
ュ
ア
ル（SEM

S Guidelines

）を
作

成
し
、
州
内
各
地
の
自
治
体
に
そ
の
採
用
を
促
し

た
。
そ
れ
が
以
後
、
ア
メ
リ
カ
で
本
格
化
す
る
災
害

自
治
体
に
お
け
る
災
害
対
策
の
標
準
化

─
ア
メ
リ
カ
の
失
敗
か
ら
学
ぶ

明
治
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
自
治
体
危
機
管
理
学
会
会
長　

中
邨
　
章
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対
策
標
準
化
の
節
目
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
始
ま
っ

た
標
準
化
は
、
２
０
０
５
年
に
ア
メ
リ
カ
南
部
、
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン･

カ
ト
リ
ー
ナ

に
よ
る
災
害
で
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
。
こ
の

事
件
を
契
機
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
緊
急
事
態
管

理
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
は
同
年
、「
全
米
災
害
対
策
管
理

基
準
」（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）
と
呼
ば
れ
る
標
準
化
策
を
作
成

し
、
そ
れ
を
全
米
の
自
治
体
に
普
及
す
る
対
策
を
始

め
た
。

「
全
米
災
害
対
策
管
理
基
準
」
と
政
治

　

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
が
出
現
し
た
背
景
に
は
、
３
つ
の
理
由

が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
被
災
地
の
知
事
、
そ
れ
に

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
市
の
市
長
の
行
政
能
力
が
不
足
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ー
ナ
が
襲
来
し
た

際
、
知
事
も
市
長
も
と
も
に
災
害
対
応
に
つ
い
て
ほ

と
ん
ど
知
識
が
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
共
和
党
系
の

知
事
と
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の
民
主
党
系
市
長
と
は
そ

り
が
合
わ
ず
、
確
執
を
深
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
市
長
は
共
和
党
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
も
不
仲

と
噂
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
自
体
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
が

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
登
場
を
促
し
た
と
も
噂
さ
れ
る
。

２
０
０
１
年
初
頭
に
登
場
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、

同
年
9
月
11
日
に
外
敵
か
ら
テ
ロ
に
よ
る
攻
撃
を
受

け
た
。
こ
の
奇
襲
攻
撃
に
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
早
期
警
報
を

無
視
し
、
ワ
ー
ル
ド･

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
崩
落

や
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
損
傷
を
招
い
た
。
結
果
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ａ
は
政
権
か
ら
役
に
立
た
な
い
機
関
と
し
て
批
判
さ

れ
、
組
織
は
や
が
て
国
土
安
全
保
障
庁
の
一
部
に
格

下
げ
さ
れ
た
。
イ
メ
ー
ジ
回
復
を
企
図
し
、
起
死
回

生
の
妙
手
と
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
が
考
案
し
た
の
が
、
他
で
も

な
い
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
で
あ
る
。

　

３
つ
の
経
験
を
背
景
に
出
現
し
た
こ
の
制
度
は
、

ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
評
判
が
良
く
な
い
。
分
権
の
国

ア
メ
リ
カ
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
の
著
し
い
Ｆ
Ｅ

Ｍ
Ａ
の
意
向
を
自
治
体
が
唯い
い
だ
く
だ
く

々
諾
々
と
承
諾
す
る
は

ず
が
な
い
。
そ
こ
で
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
、
自
治
体
に
補
助

金
を
付
け
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
採
択
を
奨
励
す
る
施
策
を

取
っ
て
い
る
。
実
は
こ
れ
も
期
待
通
り
の
成
果
を
挙

げ
て
い
な
い
。
理
由
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
か
ら
の
補
助
金

を
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
採
択
で
は
な
く
、
他
の
事
業
に
流
用

す
る
自
治
体
が
絶
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ

に
は
ル
ー
ル
違
反
の
多
発
を
抑
制
す
る
力
は
な
く
、

実
効
性
の
乏
し
い
補
助
金
バ
ラ
マ
キ
機
関
と
揶や

ゆ揄
さ

れ
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

日
本
版
災
害
対
策
の
標
準
化

　

日
本
で
は
各
地
の
自
治
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に

災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
対
応

は
自
治
体
間
で
バ
ラ
バ
ラ
、
内
容
も
千
差
万
別
と
い

う
弊
害
が
出
て
き
た
。
危
機
管
理
監
と
い
う
職
制
を

例
に
取
る
と
、
こ
の
ポ
ス
ト
を
部
長
ク
ラ
ス
と
す
る

自
治
体
が
あ
る
。
そ
れ
を
課
長
待
遇
と
す
る
と
こ
ろ

も
多
い
。
部
長
ク
ラ
ス
の
危
機
管
理
監
が
、
課
長
レ

ベ
ル
の
自
治
体
に
派
遣
さ
れ
る
と
指
揮
命
令
系
統
に

混
乱
が
生
じ
る
。
既
に
東
日
本
大
震
災
で
こ
れ
に
似

た
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
て
い
る
。
関
心
を
集
め
る
標

準
化
は
、
そ
う
し
た
区
々
と
し
た
状
況
を
改
め
、
全

国
で
統
一
の
と
れ
た
合
理
性
と
効
果
に
優
れ
た
新
し

い
制
度
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

こ
の
試
み
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
大

き
な
問
題
が
残
る
。
一
つ
は
、
首
長
と
職
員
の
意
識

改
革
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
標
準
化
に
関
連
す
る
項

目
に
限
度
が
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
災
害
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
取
る
。
同
様
に
対
策

の
窓
口
も
極
め
て
広
い
。
標
準
化
が
多
様
な
施
策
を

取
り
込
む
と
、
や
が
て
動
け
な
い
肥
満
型
に
仕
上
が

る
か
も
知
れ
な
い
。
標
準
化
が
対
象
と
す
る
項
目
は

最
小
限
度
に
限
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
点
を
含
め
日
本
版
の
災
害
対
策
標
準
化
案
に
つ

い
て
は
、
次
回
、
説
明
す
る
。

Risk Management

中邨　章（なかむらあきら）
1940年大阪生まれ。1963年関西学院大学法学部卒業。

1966年カリフォルニア大学バークレー校政治学部卒業

（B.A.）。1973年南カリフォルニア大学大学院政治学部博士

課程卒業。政治学博士（Ph.D.）。カリフォルニア州立大学講

師、ブルッキングス研究所研究員、カナダ・ビクトリア大学特任

教授などを経て、明治大学名誉教授。

現在、日本自治体危機管理学会会長、自治大学校特任教

授。危機管理関連の著書に『危機発生後の72時間』『行政

の危機管理システム』などがある。

筆者プロフィール


